
世界遺産の森林⽣態系保全対策事業（拡充） 【令和５年度予算概算決定額 46,961（ 67,523 ）千円】

＜対策のポイント＞
我が国の世界⾃然遺産の森林⽣態系を適切に保全管理し、世界遺産としての資質の維持・増進を図るため、必要な技術開発、科学的知⾒の収集を実施
します。

＜事業⽬標＞
森林・林業基本計画等に基づき、多様で健全な森林環境の保全を図り、森林の有する多⾯的機能の発揮を⽬指します。

［お問い合わせ先］林野庁森林利⽤課（03-3501-3845）

＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

＜事業の流れ＞

世界⾃然遺産「⼩笠原諸島」

世界⾃然遺産「奄美⼤島、徳之島、沖縄島北部及び⻄表島」

 島や⽣育環境別に外来植物の侵
略性の評価を⾏うことにより駆
除の優先順位を明らかにすると
ともに、在来樹⽊の⽣育適地の
調査・判定を⾏い、効果的な在
来植⽣への回復⼿法を開発

 森林保全と地域の産業振興との両⽴が特に
求められる地域における、⼆次林の伐採後
の植⽣回復調査等を通じた科学的知⾒の収
集と森林⽣態系の保全に配慮した管理⼿法
の検討及び森林モニタリング⼿法を開発

○ユネスコ世界遺産委員会の勧告等への対応
○世界自然遺産の森林生態系の適切な保全管理

上記の取組
により

１．「⼩笠原諸島」における森林⽣態系保全のための技術開発
○ 島や⽣育環境別に外来植物の侵略性の評価を⾏うことにより駆除の優先順位

を明らかにするとともに、在来樹⽊の⽣育適地の調査・判定を⾏い、効果的な在
来植⽣への回復⼿法の開発を⽀援します。

２．「奄美⼤島、徳之島、沖縄島北部及び⻄表島」における森林⽣態系保全の
ための技術開発

○ 森林保全と地域の産業振興との両⽴が特に求められる地域における、⼆次林
の伐採後の植⽣回復調査等を通じた科学的知⾒の収集と森林⽣態系の保全
に配慮した管理⼿法の検討及び森林モニタリング⼿法の開発を⽀援します。
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